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咽
年
間
を
通
し
て
自
然
体
験
活
動
を
し

叩
て
い
る
戸
イ
戸
ン
キ
ツ
ズ
ク
ラ
ブ
「
少

で
詰
賊
隊
」
(
町
教
育
委
員
会
¥
町
青
少

同
年
育
成
会
議
主
催
)
の
メ
ン
パ
町
名

一
時
(
支
援
隊
舎
む
)
ガ

¥
2月
刊
日
(
J
旬
日

明
の

3
日
間
¥
日
本
一
の
豪
雪
地
帯
で
あ

阿
る
新
潟
県
津
南
町
に
お
い
て
¥
自
然
体

同
験
¥
生
活
体
験
¥
一
公
流
を
一
ア
ー
マ
と
し

唱
だ
雪
国
体
験
を
し
ま
し
疋
。

叩
初
日
は
¥
猛
映
雪
。
さ
す
ガ
の
海
賊

嗣
だ
ち
も
雪
国
の
手
荒
い
祝
福
に
ピ
ッ
ク

一
四
リ
。
あ
ら
だ
め
て
雪
国
の
厳
し
さ
を
体

叫
験
し
ぎ
し
だ
。
二
日
目
は
¥
各
班

(
6

Tロ
)
対
抗
の
か
ま
く
ら
づ
く
り
¥
立
派

唱
に
作
り
上
げ
た
か
ま
く
ら
に
は
神
棚
も

置
か
れ
¥
さ
っ
そ
く
¥
か
ま
く
ら
の
中

で
っ
き
疋
て
の
餅
に
舌
つ
つ
み
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
¥
津
南
の
子
供
達
の
指
導
で

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
挑
戦
。

海
賊
と
山
賊
に
分
か
れ
て
の
か
ん
じ
き

レ
i
ス
で
は
¥
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

足
、
ガ
運
ば
ず
悪
戦
苦
闘
。
し
か
し
¥
そ

こ
は
海
賊
の
底
刀
¥
勝
負
は
仲
良
く
引

き
分
け
¥
酒
賊
・
山
賊
の
友
情
と
雪
の

楽
し
さ
を
満
喫
し
だ
一
日
で
し
だ
。

最
終
目
は
¥
地
区
の
お
年
寄
り
か
ら
¥

わ
ら
細
工
の
指
導
を
受
け
¥
わ
ら
じ
の

わ
ら
を
真
剣
に
よ
っ
て
い
ま
し
だ
。

ま
疋
¥
雪
の
話
や
民
話
な
ど
雪
国
な

ら
で
は
の
生
活
に
つ
い
て
学
習
し
ま
噸咽

レ

た

。

日

明

中
で
も
今
回
一
番
の
想
い
出
は
¥
親
明

元
を
離
れ
津
南
町
外
丸
地
区
の
各
家
庭
同

ヘ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
¥
そ
の
家
の
晴

子
ど
も
と
一
緒
に
雪
国
の
7
?
と
し
て
生
叩

活
し
疋

3
日
間
で
す
。
氷
柱
を
割
り
雪
制

遊
び
を
し
な
が
ら
通
つ
疋
雪
道
¥
あ
や
は
一
押

さ
ん
と
話
し
な
が
ら
手
伝
つ
だ
台
所
¥
一
明

ふ
と
ん
に
入
り
な
ガ
ら
の
友
達
と
の
会
問

話
。
津
南
の
人
々
の
温
か
さ
と
や
さ
し
同

さ
に
触
れ
¥
子
ど
も
達
は
¥
普
段
の
生
時

活
で
は
体
験
で
き
な
い
す
ば
ら
し
い
想
問

い
出
と
か
け
ガ
い
の
な
い
何
か
を
臨
ん
判

定

は

ず

で

す

。
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縄
地
元
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
餅
っ
き

盤鶴滋盤2包

4邑かまくらの中でたべる、っきたて餅は「すごくうまいぞ」

h
F

積
雪
3
m
の
新
潟
県
津
南
町

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

i
先
か
ら
集
合
場
所
へ

マ J

S 
を

新 潟黒津高間

新潟県の最南端に位置し、聞から北東

に貫流する信濃川とこれに合流する志

久男川、中瀬川、清津川によって形成

された湾岸段丘に発展した町。

17日22附(大洗町の7.3倍j
13，即日人
平均気混11.2'C 最高気温34.9'C
最低気温日 6'C ¥長岡

7.85m (昭和20年)
2.79m 
魚沼産コシヒ力リ

木工昂

勢

積

口

象

最高積雪

平均積雪
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&はじめての体験「ク口スカントリースキー」4色悪戦苦闘のかんじきレース&わらをよるのってむずかしいなー

花
日
記
雪
割
り
草
に
始
り
し

秋
葉
美
流
子

日
に
餓
ゑ
し
雪
割
草
と
灯
を
わ
か

ち

輯

静

烏

頭

手

雪
割
り
草
と
名
を
聞
く
だ
け
で
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
名
は
知
っ
て
い
て
も
、
ど
ん

な
花
だ
っ
た
か
と
な
る
と
、
人
に
よ

っ
て
印
象
が
ま
ち
ま
ち
で
し
よ
う
。

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
の
で
す
か
ら
、
無

理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

事
典
な
ど
を
見
て
も
、
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
の
花
と
あ
っ
た
り
、
サ
ク
ラ
ソ

ウ
科
の
花
と
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
花
は
、
ス
ハ
マ
ソ

ウ
と
い
っ
て
、
山
地
の
木
々
の
下
な

ど
に
生
え
る
多
年
草
で
、
残
雪
の
時

期
に
一
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
白
や
淡

紫
色
の
小
さ
な
花
を
つ
け
ま
す
。
ス

ハ
マ
と
は
、
海
岸
に
突
き
出
た
州
や
、

結
婚
式
な
ど
の
祝
儀
の
と
き
に
飾
る

ム
口
の
こ
と
で
、
ス
ハ
マ
ソ
ウ
は
、
そ

の
葉
の
形
が
ス
ハ
マ
に
似
て
い
る
た

め
に
つ
い
た
名
前
の
よ
う
で
す
。
こ

の
花
の
別
名
を
ミ
ス
ミ
ソ
ウ
と
い
う

と
の
説
も
あ
り
、
ま
た
ミ
ス
ミ
ソ
ウ

を
雪
割
り
草
と
呼
ぶ
説
も
あ
り
ま
す
。

サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
花
も
多
年
草
で
、

本
州
中
部
以
北
の
高
山
帯
で
、
初
夏

に
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
花
茎
を
出
し
、

サ
ク
ラ
ソ
ウ
に
似
た
淡
紫
色
の
五
弁

の
花
を
つ
け
ま
す
。

面
倒
な
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
ピ
ン
ク
や
白
、
紫
や

紅
の
、
色
鮮
や
か
な
か
れ
ん
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

き
て
、
木
々
の
芽
吹
き
が
春
の
便

り
で
す
ん
b

南
北
に
長
い
日
本
列
島
は
、

春
の
訪
れ
は
地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
三
一
1
五
月
は
「
全
国
緑
化
強

謂
期
間
」
で
す
。
各
地
で
苗
木
の
配

布
や
市
民
参
加
の
緑
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
、

森
林
な
ど
に

出
か
け
て
、

緑
を
楽
し
み

た
い
も
の
で

す。
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大
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昭
和
弘
年
奈
良
県
の
法
隆
寺
・
金
堂

が
炎
上
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
制
定

さ
れ
た
文
化
財
防
災
デ
l
(
l
月
初
日
)

の
当
日
、
常
陽
明
治
記
念
館
関
係
者
や

町
消
防
署
員
な
ど
が
参
加
し
て
防
災
訓

平成8年3月5日

霊
一
円
柳
圭
一
②
今
野
め
ぐ
み
③
古
橋
愛

海
④
松
野
い
つ
か
⑤
花
井
智
子
(
以
下

大
洗
町
)
⑥
本
国
悠
樹
(
目
立
市
)

V
小
学
生
高
学
年
の
部

①
大
曽
根
京
子
(
白
立
市
)
②
松
野
未

来
③
篠
原
秀
一
④
関
根
由
加
利
⑤
川
上

登
玄
⑥
青
柳
有
香
(
以
下
大
洗
町
)

V
中
学
生
の
部

①
大
賞
奈
緒
子
②
江
橋
ま
ど
か
③
小
野

瀬
雄
二
(
以
下
大
洗
町
)
④
杉
原
毅
(
阿

見
町
)
⑤
高
原
成
博
(
阿
見
町
)
⑥
田
口

幸
弘
(
大
洗
町
)

マ
高
校
・
一
般
の
部

①
七
戸
賢
昇
(
美
浦
村
)
②
和
田
園
一

(
水
戸
市
)
③
中
野
治
(
美
野
里
町
)

V
団
体
の
部

①
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
大
洗
町
)

て
い
ま
し
た
。

常
陽
明
治
記
念
館
に
は
、
県
文
化
財

指
定
の
扉
散
蒔
絵
書
棚
や
短
万
な
ど
貴

重
な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

今
回
の
訓
練
が
火
災
震
災
等
い
ざ
と

い
う
と
き
の
消
火
活
動
に
役
立
つ
こ
と

で
し
ょ
、
っ
。

鱒鰭岱?でうソン

第
口
回
磯
節
全
国

大
会
が
、
去
る
2
月

3
臼
と
4
日
の
両
日
、

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

予
選
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
水
戸
を
離
れ
て

東
へ
三
里
波
の
花
散

る
大
洗
」
と
唄
わ
れ

て
い
る
「
磯
節
」
は
、

第
四
代
横
綱
常
陸
山

と
と
も
に
全
国
巡
業

を
行
っ
た
関
根
安
中

氏
に
よ
り
広
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
今

回
の
大
会
に
も
、
遠

く
は
北
海
道
・
兵
庫
県
か
ら
4
6
8
名

の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

自
慢
の
「
磯
節
」
を
一
人
ひ
と
り
が

披
露
、
緊
張
感
が
伝
わ
り
、
唄
い
終
わ

っ
た
後
の
き
わ
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た

観
客
の
皆
さ
ん
は
、
素
晴
ら
し
い
歌
声

に
惜
し
み
な
い
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
加
名
が
選

ば
れ
、
本
町
か
ら
出
場
の
4
名
は
、
惜

し
く
も
決
戦
会
へ
進
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
2
月
日
日
に
は
、
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
で
決
戦
会
が
行
わ
れ
、

福
井
恵
子
さ
ん
(
水
海
道
市
)
が
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。

E
E対
岩
製
法
色
々
星
名

去
る
2
月
4
日
、
第
比
四
大
洗
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
下
の
海

岸
道
路
(
県
道
水
戸
鉾
田
佐
原
線
)
を

周
回
す
る
コ

i
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
大
会
に
比
べ
春
の
暖
か
い
日

差
し
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
中
、
町
内
外
の
児
童
・
生
徒
を

始
め
総
勢
4
7
6名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
に
続
き
、
小
学
女
子
の
部

(
2
i
m
)
を
皮
切
り
に
各
部
門
毎
に
、
次

々
と
元
気
良
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

沿
道
に
集
ま
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
ひ
と

た
ち
の
声
援
を
受
け
て
、
選
手
の
皆
さ

ん
も
、
一
生
懸
命
走
り
気
持
ち
良
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(
敬
称
略
)

平重 目 第 1位 第 2位 第 3 イ立

小学4年生 黒i撃光二 大貫善則 小沼祥之
男 子 (大貫ノj、) (夏海小) (機j兵小)

小学4年生 佐藤麻美 座古有香理 佐藤真友美
女 子 (大貫小) (大賞小) (大貫小)

小学5年生 増田保弘 松信裕介 江口 洋太
男 子 (湊1小) (磯浜小) (磯浜小)

小学5年生 清水美穂 高橋清美 野口ますみ
女 子 (磯j兵ノj、) (磯浜小) (大賞小)

小学6年生 石井憲司 山崎篤史 吉田孝司
男 子 (湊1小) (大貫小) (湊1小)

小学6年生 雨j畢香世子 高橋あゆみ 米川 歩
女 子 (大賞小) (磯浜小) (磯浜小)

中学校男子
磯崎雅也 根本悟史 加藤茂雄
(i奏中) (大洗1中) (大洗1中)

中学校女子
岩崎早苗 伊藤絵里子 安達麻里

(湊中) (湊中) (湊中)

高校男子
米)11 尚秀 藤咲信幸 米川芳貴

(水戸工) (水戸工) (水戸工)

高校女子
竹江由紀子 塙 裕子 小川美穂

(常磐) (常磐) (水戸工)

一般男子
富田和雄 柴田幸義 遠西克雄
(大洗町) (日立市) (茨城町)

一般女子
宝徳ふみよ 萩谷文子 桧山なおみ

(大洗町) (茨城町) (大洗町)

j士 年
高柳三明 久保田豊 園部昭彦

(北浦村) (石岡市) (鹿嶋市)

毅 子
渡辺澄男固 日野秀人・ 鯉j胤進・

亮(磯浜小) 祐太(内原小) 貴志(磯浜小)

年
金
だ
よ
日
リ

一
〆
富
民
年
金
保
験
料
、
か
麓
わ
り
ま
す

岡
M
Y

来
舟
(
ヰ
舟
〉
か
ら
田
付
額

日
炉
一
一
一
、
一
一
一
O
O丹
と
本

の
確
定
申
告
は
、

3
同
月
時
田
(
金
〉
ま
で
に

平
成
名
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
平
成
8
年
3
月
日
日
(
金
)
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限
終

了
間
近
に
な
り
ま
す
と
大
変
混
雑

し
、
落
ち
着
い
て
相
談
も
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

《
白
色
申
告
の
方
も
、

収
支
内
訳
書
の
添
付
を
〉

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
人
は
、
そ
の
年
の
総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

〈
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
V

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平

成
7
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
所
得
控
除
等
の
合
計
額
を
差

し
引
き
、
そ
の
金
額
を
装
一
に
算
出

し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え

る
と
き
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
、

2
0
0
0
万
円
を
超
え
る

と
き
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
却
万

国
民
年
金
は
、
社
会
保
障
制
度
の

一
つ
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
支
給

さ
れ
る
終
身
年
金
で
あ
り
、
経
済
変

動
に
よ
っ
て
も
年
金
の
実
質
的
価
値

が
目
減
り
し
な
い
よ
う
物
価
や
賃
金

の
上
昇
等
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
る
仕

組
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
も
年

金
給
付
と
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

た
め
、
表
の
よ
う
に
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今後の年金保険料

年度 イ呆 険 来十 害真

平成 12，300円
8年度 (うち100円が物価スライド分

平9年成度 12，700円×物価スライド率

平10年度成 13，200円×物価スライド率

平成 13，700円×物価スライド率11年度

円
を
超
え
る
と
き
。

〈
総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出
を
〉

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

人
で
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
の
合

計
額
が
3
0
0
0
万
円
を
超
え
る
場

合
に
は
、
翌
年
3
月
日
日
(
金
)
ま
で

に
そ
の
合
計
額
や
参
考
と
な
る
事
項

を
記
載
し
た
総
収
入
金
額
報
告
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
納
税
は
期
限
内
に
、振
替
納
税
制
度
V

平
成
7
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る

所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
8
年
3
月

日
日
(
金
)
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で
に
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預

金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用

さ
れ
て
な
い
方
は
、
納
税
の
た
め
の

手
数
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
期
限
を

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
い
振
替
納

税
が
、
大
変
便
利
で
す
の
で
、
是
非

御
利
用
く
だ
さ
い
。
(
水
戸
税
務
署
)
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可
能
性
を
求
め
て

大

谷

藍

子

平
成
7
年
度
茨
城
県
青
年
の
船
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
が
で
き
た
こ
と
を
今
で
は
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は

不
安
で
断
わ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
か

ら
社
会
に
出
て
働
く
私
に
と
っ
て

こ
ん
な
良
い
機
会
は
な
く
、
自
分

1
人
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
試
し

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た

闘っ
ト
岱

3
4
g
d
 

臨覆輪棚
的

1
月
白
日
、
町
役
場
で
平
成
7
年
度

町
善
行
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
善
意
の
輸
を
広
げ
よ
う
と

毎
年
、
青
少
年
に
対
し
善
行
賞
を
授
与

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
腕
を
骨
折
し
た
友
達
の
カ

バ
ン
や
荷
物
を
毎
日
持
っ
て
あ
げ
て
通

学
し
た
。
自
転
車
で
路
上
に
倒
れ
た
お

ば
あ
さ
ん
に
自
動
車
が
近
づ
い
て
き
た

の
で
、
手
を
振
っ
て
自
動
車
を
止
め
、

道
路
脇
の
安
全
な
場
所
へ
移
動
さ
せ
た
。

友
達
の
悩
み
ご
と
な
ど
深
い
思
い
や
り

で
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
た
。
学
校
の

清
掃
や
動
物
の
世
話
を
続
け
て
い
る
な

ど
、
心
温
ま
る
お
こ
な
い
の
小
・
中
学

生
ロ
名
と
1
団
体
に
善
行
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

内

野

誠

磯

浜

小

5
年

小

沼

一

誠

磯

浜

小

5
年

磯

崎

友

弘

磯

浜

小

3
年

金

子

卓

也

磯

浜

小

5
年

関

根

伸

宜

磯

浜

小

5
年

加

藤

賢

二

磯

浜

小

5
年

那

須

俊

宏

磯

浜

小

6
年

石

田

真

由

美

磯

浜

小

6
年

佐

あ

ゆ

美

磯

浜

小

6
年

々

動
会
、
各
船
内
班
に
別
れ
て
行
っ
た
模

擬
議
会
、
デ
ィ
ベ

l
ト
、
地
域
づ
く
り

ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
等
、
一
人
一

人
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
つ
く
り

あ
げ
て
い
き
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
こ

ん
な
体
験
は
船
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

天
津
港
に
は
日
月
回
目
に
着
く
予
定

で
し
た
が
、
強
風
の
た
め
天
津
港
を

目
前
に
し
停
泊
、

1
日
多
く
船
の
中

で
過
ご
す
こ
と
に
・
:
・
。
そ
の
時
は

不
安
は
な
く
早
く
中
国
を
見
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
0

1
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
中
国
を
訪
問

し
て
み
て
驚
い
た
こ
と
は
、
自
転
車
が

多
い
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、
車
の

台
数
、
特
に
タ
ク
シ
ー
が
多
い
こ
と
で

し
た
。
そ
の
タ
ク
シ
ー
に
天
津
青
年
と

の
交
流
会
で
乗
れ
た
こ
と
が
今
で
は
良

い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
人
民
大
会
堂
や
万
里
の
長

城
、
故
営
博
物
館
等
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
万
里
の
長
城
は
と
て
も
急
を

山
と
山
の
間
に
あ
り
、
そ
の
雄
大
き
に

小

林

未

沙

子

夏

海

小

6
年

小

野

田

彩

夏

海

小

6
年

石

崎

大

嗣

第

一

中

3
年

祝
小
飼
育
委
員
会

(
9
名
)

と
な
b
の
町
h
v
p
p

中国のスケールの大きさに感動(万里の長城にて)

中
国
の
歴
史
と
文
化
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
日
月
出
日
か
ら
日
月
7
日
と

い
う
日
日
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
、

全
く
知
ら
な
い
人
と
友
達
に
な
り
、

外
国
に
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い
と
思

っ
て
い
た
私
も
、
外
国
を
見
る
の
も

自
分
の
勉
強
に
な
る
と
い
う
、
心
の

変
化
に
自
分
自
身
も
驚
き
人
間
的
に

成
長
し
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
生
か
し
地
域
の
若

者
と
し
て
、
活
動
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

岩
間
麻
衣
・
村
松
直
行
・
菊
池
薫
・

吉
国
香
織
(
以
上
6
年
)
佐
藤
陽
介
・

山
戸
美
和
(
以
上
5
年
)
鈴
木
寿
樹
・

蔀
充
・
大
沢
知
佳
(
以
上
4
年
)

擁
棄
物
的
不
法
投
棄
は

r
l
I
J
J禁
止
ぎ
れ
で
日
ま
す
J

最
近
、
各
種
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が

増
え
て
お
り
、
町
へ
の
苦
情
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
の
投
棄
者
は
法
律
に
よ
り
印

万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

投
棄
場
所
の
現
状
回
復
を
投
棄
者
に
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
不
法
投
棄
は
皆
さ
ん

が
気
を
付
け
る
こ
と
で
防
げ
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

V
廃
棄
物
不
法
投
棄
者
を
発
見
さ
れ
た

時
は
車
両
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
ま
し
ょ
う
o

v廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う

し
っ
か
り
と
自
分
の
土
地
を
管
理
し
ま

し
ょ
、
7
0

W
土
地
を
貸
す
場
合
に
は
、
廃
棄
物
が

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
、
つ
。

盤
次
の
よ
う
な
廃
棄
物
の
投
棄
が
あ
り

ま
す
。植
物
性
残
溢
(
芋
類
の
か
す
・
野
菜

く
ず
)
・
建
築
廃
材
・
金
属
く
ず
・
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
木
く
ず
・
紙
く
ず
、

こ
の
よ
う
な
廃
棄
物
の
投
棄
者
を
発
見

し
た
場
合
は
、
連
絡
を
お
顕
い
し
ま
斗
9
1

〔
連
絡
先
〕
町
役
場
生
活
環
境
課

雷

(

加

)
5
1
1
1
(
内

m
-
M
)

県
北
地
方
総
合
事
務
所
環
境
保
全
課

宮

(

加

)
5
3
6
3

4
月
1
日
か
ら
4
月
日
日

(
開
花
状
況
に
よ
り
延
長
、

夜
は
9
時
ま
で
)

阿
漕
ヶ
浦
公
園

4
月
7
日
弓
道
大
会

4
月
日
日
演
芸
大
会
・
野

点
茶
会
・
写
真
搬
影
会
・
琴

演
奏
会
・
子
供
広
場
(
フ
ワ

フ
ワ
、
変
形
自
転
車
)
.
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

開
会
せ
先
東
海
村
役
場
経
済
課

官
(
加

)
1
7
1
1
・
内
線
山

期

間

可
能
性
を
求
め
て

女
平
成

7
年
産
茨
域
果
蕎
年
の
船
大

「
茨
城
県
青
年
の
船
」
は
、
明
日
の
茨
城
を
担
う
青
年
や
高
校
生
ガ
中
国
青

年
と
の
受
流
を
通
じ
て
地
威
社
会
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
よ
う
、
昭
和
田
年
よ

り
3
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
今
回
で

6
回
目
を
迎
え
ま
し
だ
。

こ
れ
ま
で
、

4
2
7
0
0名
を
超
え
る
若
者
だ
ち
が
「
青
年
の
船
L

に
参
加
、

そ
の
体
験
を
生
か
し
て
、
県
内
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

平
成
ア
年
度
茨
城
県
青
年
の
船
は
、
橋
本
茨
城
県
知
事
を
総
団
長
に
叩
同
盟

白
か
ら
行
用
ア
巴
ま
で
の
竹
田
問
、
中
国
(
天
津
市
・
北
京
市
)
に
お
け
る
現
地

研
修
や
船
内
研
修
を
行
い
ま
し
定
。

今
回
、
本
町
か
ら
大
谷
直
子
さ
ん
(
却
歳
)
が
参
加
さ
れ
、
そ
の
乗
船
の
思
い

出
ガ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

の
で
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

事
前
研
修
は
全
部
で
3
回
あ
り
、
第

1
回
目
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が

聞
を
重
き
ね
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
そ
の

不
安
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

船
の
出
航
、
鹿
島
港
か
ら
中
国
天
津
港

に
向
け
て
「
可
能
性
を
求
め
て
」
を
テ

!
?
に
、
平
成
7
年
目
月

m
g商
船
三

井
客
船
の
ふ
じ
丸
に
乗
り
出
航
し
ま
し

た
。
船
の
中
で
は
、
団
員
同
士
の
交
流

を
深
め
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
研
修
が

あ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
・
組
別
運

行会

事場
軍司勢調査の結果

簡の人自lま
20，449人

10月 1日現在で実施された

「国勢調査」の調査結果をお

知らせします。

人口総数は、 20，449人(男

10，097入、女10，352人)で、

世帯数6，712世帯となりまし

7こ。

これを前回(平成 2年)と

比べると、人口で296人(ム1.4

%)の減、世帯数で489世帯

(7.9%)の増加となりました。

(なお、この数値については、

後日総務庁統計局で公表する

結果と異なる場合があります)

ご協力いただきました町民の

皆様に厚くお礼申し上げます。

事唱す モヤの立つ朝

645 300mm x 2 F 8オー卜

づ寸公崎: 弘

'" 20歳の笑顔

400mm F 8オート

〔評〕 冬の海の情景を的確に

とらえています。この作品では

船の位置がポイントになって

います。(絹針弘己)

水
戸
臨
域
時
間
村
閤
協
議
会

内
原
町
北
部
、
有
賀
地
区
に
あ
る

「
か
た
く
り
の
里
」
は
、
人
里
近
く
で

は
見
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
「
か
た

く
り
し
の
群
生
地
で
す
。
毎
年
4
月
上

旬
に
な
る
と
、
赤
紫
色
を
し
た
う
つ
む

き
加
減
の
可
憐
な
花
が
咲
き
、
訪
れ
る

人
々
の
白
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

な
お
、
開
花
期
間
中
は
、
地
元
の
農

産
物
な
ど
の
直
売
を
行
う
っ
か
た
く
り

市
L

も
聞
か
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
内
原
町
役
場
企
画
課

官
(
加

)
2
2
1
1
・
内
線
組

鈴木茂治

〔評〕 斜光線をうまく使い20歳の笑

顔をみごとに表現したほのぼのとし

た作品です。

(絹針 弘己)

あ
ら
た
ま
の
年
の
始
め
に
み
つ
ば
の
香

立
つ
る
雑
煮
を
吹
き
ふ
さ
い
た
だ
く

蔵

前

鴨

川

靖

〔
評
〕
「
あ
ら
た
ま
」
は
年
の
始
め

の
枕
一
言
。
正
月
の
気
分
が
実
に
よ
く

出
て
い
る
。
い
い
歌
で
あ
る
。

勝

山

美

選

水
ぬ
る
む
酒
沼
の
風
の
渡
り
つ
つ
視

界
肱
し
く
光
る
さ
ざ
波

成

田

杉

山

富

久

〔
評
〕
春
の
訪
れ
の
喜
び
を
鴻
辺
に

さ
ざ
な
み

光
る
小
波
に
感
じ
と
っ
た
歌
。
私
の

好
き
な
寓
葉
の
う
た
に
「
石
ば
し
る

f
r。
み

わ

り

ぴ

垂
水
の
上
の
き
蕨
の
萌
え
出
づ
る
春

に
な
り
に
け
る
か
も
」
と
い
う
の
が

あ
る
。
一
詠
歎
込
め
て
、
春
が
や
っ
て

来
た
な
あ
、
と
詠
い
上
げ
た
歌
は
い

つ
の
時
も
よ
い
。

能
生
き
づ
く
春
の
よ
ろ
こ
び
が
説

と
な
っ
た
時
、
そ
れ
が
歌
の
心
で
あ

る。初
春
の
日
差
し
に
妻
を
座
ら
せ
て
蜜

柑
む
き
や
る
朝
の
ひ
と
と
き

手
の
披
に
幹
創
膏
を
貼
り
な
が
ら
ひ

よ

か

た

と
世
過
ぎ
来
し
方
を
想
へ
り

新

町

宮

部

政

勝

〔
評
〕
何
で
も
な
い
日
常
生
活
に
、

い
た
わ
り
、
お
も
い
や
り
の
心
が
見

え
て
く
る
。
そ
の
労
り
、
慰
め
の
す
べ

て
は
自
分
自
身
に
帰
っ
て
く
る
の
だ
。

百
燭
の
裸
電
球
ゆ
れ
い
つ
つ
鮭
の
切

身
を
得
意
げ
に
売
る

祝

町

古

川

和

〔
評
〕
「
百
燭
の
裸
電
球
」
を
捉
え

た
と
こ
ろ
が
、
作
者
の
意
図
で
あ
ろ

う
。
蛍
光
灯
で
は
出
せ
な
い
魚
の
鮮

度
を
見
る
よ
、
つ
で
あ
る
。

樹
々
の
聞
の
聞
き
に
ひ
か
り
ち
り
ば

め
て
藁
話
の
如
き
冬
花
火
見
る

金

沢

庄

司

千

代

子

〔
評
〕
「
冬
花
火
」
を
童
話
の
世
界

と
し
た
と
こ
ろ
は
さ
す
が
。
木
の
間

に
ち
り
ば
め
た
光
の
美
し
き
が
素
敵
。

県
道
も
砂
利
の
敷
か
れ
し
遠
き
日
よ

今
は
農
道
も
舗
装
さ
れ
い
て

蔵

前

田

山

佳

風

(
評
〕
私
の
旧
制
中
学
時
代
、
「
歩

く
会
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
水
戸

か
ら
取
手
ま
で
の
国
道
六
号
は
砂

利
道
、
夜
を
徹
し
て
歩
い
た
こ
と
で

あ
る
。

乳
癌
と
戦
い
て
我
三
十
年
次
の
挑
戦

は
糖
尿
病
か
大
賞
新
町
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
病
を
持
つ
人
達
に
大
き
な
精

神
的
指
示
と
な
ろ
う
。
病
気
を
プ
ラ

ス
指
向
と
す
る
人
生
は
明
る
く
幸
せ

で
あ
る
。

わ
が
夫
と
長
男
家
族
と
白
根
山
頂
上

の
空
寝
な
く
晴
れ
て

新

町

石

田

ち

ょ

〔
評
)
家
族
共
々
の
車
旅
行
で
あ
ろ

う
。
山
頂
に
立
つ
と
い
う
の
は
気
分

が
よ
い
。
し
か
も
晴
天
に
恵
ま
れ
て
。

那
珂
湊
の
漁
の
市
場
に
人
影
の
今
朝

は
見
ら
れ
ず
か
も
め
舞
う
の
み

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
「
那
珂
湊
L

の
地
名
は
な
い

が
、
状
景
を
よ
く
見
て
い
る
い
い
歌

で
あ
る
。
元
日
の
漁
市
場
と
註
が
あ
る
。

し
み
じ
み
と
ひ
と
り
の
至
福
に
浸
れ

る
と
裏
腹
に
あ
る
孤
独
と
い
う
は

船

渡

照

沼

と

よ

子

〔
評
)
「
至
福
」
と
は
、
こ
の
上
な
い

幸
せ
」
の
意
。
誰
の
干
渉
も
持
た
な

い
生
活
の
中
に
、
ふ
と
、
孤
独
に
身

を
包
ま
れ
る
ひ
と
り
が
あ
る
と
い
う

の
だ
。偶

数
月
五
日
締
切
り
。
短
歌
二
首

ま
で
、
ど
な
た
で
も
白
由
に
お
寄
せ

下
さ
い
。
役
場
企
画
課
「
お
お
あ
ら

い
歌
壇
L

係
ま
で
。



第291号 (4)~") 

町
で
は
、
優
良
な
生
徒
、
ま
た
は
学

生
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
で
就
学
が

困
難
な
方
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
の
給

付
・
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

マ

資

格

町
内
に
1
年
以
上
お
住
ま
い
の
方
の

子
ど
も
で
、
高
等
学
校
(
国
立
高
等
専

門
学
校
を
含
む
)
・
大
学

(
4
年
制
)
に

4
月
に
入
学
さ
れ
る
方
。

マ
奨
学
金
の
額

高
校
生
(
国
立
高
等
専
門
学
校
を
含
む
)

月
額

8
、
0
0
0
円
(
償
還
な
し
)

大
学
生
月
額

3

0
、
0
0
0
円
(
2
分
の
l
償
還
)

らあ

7
月
加
日
は
、
今
年
か
ら
国
民
の
祝

日
「
海
の
日
L

で
す
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、
「
海
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
と
記
念
歌

の
歌
詞
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

〔
ポ
ス
タ
ー
募
集
内
容
〕

海
の
恩
恵
、
海
へ
の
親
近
感
ー
な
ど
、

海
を
テ
!
?
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
〔
大
判
画
用
紙
(
刷
×
捌
醐
)
、

B
2
判
用
紙
(
加
×
町
醐
)
)

〔
記
念
歌
歌
詞
募
集
内
容
〕

海
を
テ
!
?
に
し
た
も
の
で
、
誰
も

が
気
軽
に
明
る
く
口
ず
さ
む
こ
と
が
で

き
る
も
の
。
最
優
秀
作
品
は
、
「
海
の

おお

マ
募
集
人
数

高
校
生

5
名
(
中
学
校
長
の
推
薦
が

必
要
で
す
。
)

大
学
生

2
名

マ
受
付
期
間

平
成
8
年
3
月
四
日
(
月
)
か
ら

平
成
8
年
4
月
5
B
(
金
)
ま
で

マ
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

盟
加

1
5
1
1
1
(
内
線
3
5
1
)

V
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類
は
、
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

日
」
の
記
念
歌
と
し
て
、
曲
付
け
し
た

う
え
で
、
北
島
三
郎
氏
が
歌
唱
し
、
レ

コ
ー
ド
化
し
ま
す
。
な
お
、
使
用
す
る

際
に
は
、
星
野
哲
郎
氏
が
補
作
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

O
募
集
期
間

3
月
白
日

O
応

募

先

一
T
聞
東
京
都
中
央
区

新
川

1

n
口
マ
リ
ン
ビ
ル

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
祝
う

実
行
委
員
会

盟
問

|
3
5
5
2
5
9
6
1

詳
し
い
お
問
合
せ
は
、
町
企
画
課
企
画

調

整

係

官

加

|
5
1
1
1
(
内
線

m)

見
童
手
当
の
出
申
請
手
続

平成8年3月5日

児
童
手
当
は
、
次
代
を
担
う
子
供
の

健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上
・
生
活
の

安
定
を
目
的
に
、

3
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
o

v支
給
対
象

3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
て
、

前
年
の
収
入
額
が
二
疋
未
満
の
方

マ
手
当
額
(
月
額
)

2
人
目
ま
で

1
人
に
つ
き

5
、0
0
0
円

3
人
目
以
降

1
人
に
つ
き
1
0
、0
0
0
円

マ
申
鵠
方
法

役
場
福
祉
課
に
「
児
童
手
当
認
定
請

求
書
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
(
用
紙

は
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)

V
必
要
な
も
の

申
印
鑑

*
児
童
手
当
用
の
所
得
証
明
書

(
大
洗
町
に
転
入
さ
れ
た
方
)

V
問
合
せ
先
福
祉
課

官
加

|
5
1
1
1
L
(
内
線
1
5
1
)

自
由
国
悲
拶
島
問
伊
ペ
愚
起
畳
間

鶴
橋
立
恭
一
間
融
機
(
通
構
翻
諜
韓
〉
的
盤
鑓
襲
艦
購
N
N
N

。
水
戸
南
高
校
通
信
制
課
程
と
は
"
-
-

V

向
学
の
意
志
を
も
ち
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
毎
日
通
学
で
き
な

い
方
で
も
、
職
場
や
家
庭
に
い
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
校
で
す
。

マ
入
学
し
ま
す
と
「
面
接
指
導
L

(

ス

ク
l
リ
ン
グ
)
と
っ
報
告
課
題
し
(
レ

ポ
ー
ト
)
を
中
心
に
学
習
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
「
面
接
指
導
し
は
毎
月
2
回

(
日
曜
日
ま
た
は
火
曜
日
)
程
度
あ

り
、
登
校
し
て
直
接
先
生
の
指
導
を

受
け
ま
す
。
テ
レ
ビ
固
ラ
ジ
オ
の
放

送

(
N
H
K
高
校
講
座
)
も
利
用
で

き
ま
す
。
「
報
告
課
題
」
は
、
各
教
科

と
も
に
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
作

成
し
、
学
校
に
提
出
し
ま
す
と
、
教

科
担
当
の
先
生
が
添
削
を
し
、
各
個

人
に
返
送
さ
れ
ま
す
。

惨改定されました襲職県i喝の最錨鐘重量4
茨域県の最低賃会が改定されました。この巌低賃金とl志、労働者の賃金の最低
額を最低賃金法という法律によって決定し、その額以下で労働者を雇用すること

を禁じる制度で、地域別、産業別に最低漬金が定められています。

I 地域別最低賃金

効力発生
年月日

!平成71
茨城県最低賃金 11'0'~hi I 4.~739円

産業別最低賃金

ケー杭賃金を適用) 1 
(1) 18歳未満または65歳以上の者 i 
(2) 雇入れ後6ヵ月未満の者であって、技能習得中の者 1

(3) 清掃、片付けの業務lこ主として従事する者 J 

考

産業・職種にかかわりなく茨城県
内の全労働者とその使用者に適用

催名イ牛

II 

V

4

年
間
で
の
卒
業
を
標
準
と
し
て

ま
す
が
、
必
要
な
科
目
の
単
位
を
取

れ
ば
3
年
間
で
も
卒
業
で
き
る
よ
、
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
定
の
単
位
を

取
る
と
高
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ

ま
す
。
す
で
に
創
立
弘
年
を
む
か
え
、

約
4
、
0
0
0
名
の
卒
業
生
が
、
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

@
応
募
資
格

居
住
地
ま
た
は
勤
務
先
が
県
内
に

あ
っ
て
、
中
学
校
(
も
し
く
は
こ
れ

に
準
ず
る
学
校
)
を
卒
業
、
ま
た
は

平
成
8
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の

方。
新
制
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
水
戸
商
高
校
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

。
募
集
学
科
@
定
員

普

通

科

約
3
0
0
名

。
願
書
受
付

3
月
4
日
(
月

)
i
m日
(
金
)

午
前
9
時
1
午
後
5
時

※
た
だ
し
、

6
臼
(
水
)
と

土
・
臼
・
祝
日
を
除
く

願
書
時
間
求
方
法
@
購
求
先

直
接
来
校
し
て
水
戸
南
高
校
事
務

室
で
お
受
け
取
り
に
な
る
か
、

1
9

0
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
の
上
、
請
求
し
て
下
さ
い
。

茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

(
通
信
制
)

〒
抑
水
戸
市
白
梅

2
!日
i
m

畳
間

i
4
2
8
2
・
6
1
7
3

臨Tの入居と世帯
(2月!日現在)

20，630人(-33) 

10，214人(-12) 

10，416人(-19) 

6.528戸(一7)

28人転出 63人

18人死亡 16人

人口

男

女

件 名
効力発生

最低賃金額 {露 考年月田

平成7 1日 1時間 手作業による製品の洗浄または包
主失 室岡 業 装の業務に主として従事する者に

12.21 5.460内 683月 ついては茨城県最低賃金を適用

(1) 次に掲げる業務に主として従
産
一般機械器具 平成7 1自寺間

事する者については茨城県最低
1日 賃金を適用

製 造 業 12.21 5，408円 676円 イ 賎いの業務
業 口 手作業による小物部品の包装

若しくは箱入れまたは製品の洗
浄若しくはパリ取りの業務

日リ ハ 主に卓上において操作が容易
電気機械器具 平成7 1日 1s寺問 な手工具または小型手持電動工

製 ス、卦三ェ 業 12.21 5.392円 674円 具を用いて行う組線、巻線、組
最 イすけまたは取付けの業務

(2) 次に掲げる産業については茨
城県最低賃金を適用

低 イ 一般機械器具製造業のうち繊
精密機械器具 平成7 1日 1時間 維機械製造業

製 W旧K 業 12.21 5.392円 674円 ロ 精密機械器具製造業のうち測
賃 量機械器具製造業および眼鏡

(枠をふくむ)製造業

金
各種商品の小売業とは、衣、食、
住にわたる各種の商品を販売す

各種商品 平成7 18 ls寺間 る事業所で、その事業所の性格
7士E 業 12.27 5.230円 655円 上いずれが主たる販売商品であ

るかが宇IJ別できない事業所をい
う(百貨庖、総合スーパ一等)

出生

開催日 開始時間 催 事 内 昨f今ヨr、 開催場所 主 催 入場方法

3月6日附 9 : 00- 補穂、器説明相談会 大会議室 側関東補聴器 荷量

3月17日(日) 12: 30- ふるさと民謡・民舞大会 ホール 大洗町磯節保存会 生正 李下

3月22日働 9 : 00- 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区交通安全協会 関係者

3月24日(日) 10: 00- ヤマハ音楽発表会 ホール ひたちなか市花菱楽器 関係者

(H 8.2.9現在)三大洗文化センタ一行事予定表(3 / 6 "" 24 ) 

ft 224-6215 茨城労働基準局賃金課育問合せ先

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(合266-2442)へお問い合わせ下さい。

「
機
能
回
復
訓
練
」

保健センター

定より

ムJふ11ム51ぶ41ふiι
事

業

_!y 

(舟渡3区)

正木将太ちゃん

( 3歳 2ヶ月)

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

手し

児

健

B

C

G

接

種

離

乳

食

教

室

干重

1昆
名

立す

4 

/ 
休)3 

風

し

ん

接

種

4 
/ 
侭)8 

母

子

相

象

者

受
付
・
実
施
待
問

4 
/ 
ω9 

風

し

ん

接

種

生
後

3
ヵ
月
1
銘
力
月
ま
で
の
乳
幼
児

-
時
日
分

2
時
日
分

1
時
∞
分

2
持
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

日
時
∞
分

ー
時
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
間
叫
分

2
時
お
分

9
時
∞
分

日
時
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

乳
ガ
ン
は
欧
米
で
は
、
女
性
に
一
番
多
い

病
気
で
、
日
本
で
も
食
生
活
の
欧
米
化
に
よ

り
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
町
で
も
4
月

か
ら
乳
ガ
ン
検
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

i
(乳

房
X
線
検
査
)
を
導
入
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

こ
の
検
査
で
は
、
乳
房
内
部
が
鮮
明
に
撮

影
で
き
る
よ
う
被
爆
線
量
が
少
な
い

X
線
を

用
い
る
た
め
、
今
ま
で
の
視
触
診
で
は
分
か

ら
な
い
小
さ
な
臆
蕩
や
石
灰
化
し
た
病
変
で

も
診
断
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
乳
腺
が
発
達
し
て
い
る
叩
i
m
w

歳
代
で
は
鮮
明
な
画
像
が
得
ら
れ
に
く
い
の

で
、
対
象
は
印
歳
以
上
と
限
ら
せ
て
頂
き
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
今
志
で
同
様
に
医

師
の
視
触
診
の
み
と
な
り
ま
す
。

で
は
検
査
方
法
で
す
が
、
乳
房
を
フ
ィ
ル

ム
カ
セ
ッ
ト
の
上
に
の
せ
X
線
撮
影
台
で
乳

房
を
軽
く
抑
え
な
が
ら
撮
影
し
ま
す
。

乳ガン模診!こマンモグラフィー登場

'fit;ト
ロク

生
後

3
ヵ
月

1
4
ヵ
月
の
乳
児

生
後

6
ヵ
月

1
7
ヵ
月
の
乳
児

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
陰
性
の
者

生
後

3
ヵ
月

1
ロ
ヵ
月
の
乳
児
及
び

母
親

合
一
生
後

3
ヵ
月

i
m別
カ
月
ま
で
の
乳
幼
児

生
後
ロ
ヵ
月

i
町
四
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

談

母
親
及
び
乳
幼
児

生
後
ロ
ヵ
月

l
犯
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
4
月
2
日
開
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
が
必
要
な
方

※
雨
天
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。

午
o 0 0 0 0 前
4 3 3 3 3σコ
月月月月月部
9 29 27 19 12言)11
日日日日日練

(刈幽休)ω(刈辛

o 0 整 o 0 専
4 4 形 3 3 a寺
月月外月月 i
12 5 科 2215午
日日医日日前

幽樹診樹樹 11
察立-

回
の
検
査
で
内
外
斜
位
方
向
、
左
右
各

1
枚
ず
つ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
ま
す
。
検
査

時
間
は
数
分
で
、
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。ガ
ン
は
日
頃
か
ら
の
予
防
と
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

年
1
回
の
定
期
検
診
と
月
1
回
の
自
己
検

診
を
忘
れ
ず
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
日
程
・
内
容
等
は
、

3
月
末
の
週

報
又
は
個
人
通
知
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

(
保
健
婦
・
照
山
美
樹
記
)
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